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基準６ 教育の成果 

（１）観点ごとの分析 

観点６－１－①： 高等専門学校として，その教育の目的に沿った形で，課程に応じて，学生が卒

業（修了）時に身に付ける学力や資質・能力，養成しようとする人材像等につい

て，その達成状況を把握・評価するための適切な取組が行われているか。 

（観点に係る状況）  

「目的」に示されている本校が養成すべき人材像は，学科及び専攻科が掲げている「学習・教育目

標」（資料１－１―①―５）の中に盛り込まれ，複数科目の中から指定条件分の単位修得によって各

項目の修得が達成される仕組みとなっており，達成度評価基準を明確に定めている（資料６－１－①

－１，２）。達成状況に関しては，「卒業（修了）要件確認表」（資料６－１－①－３，４）に基づ

いて，卒業判定会議（修了認定会議）の場において，達成要件を満たしているかを全教員によって確

認し，最終的に校長が認定している（資料６－１－①－５～８）。 
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資料６－１－①―１ 

準学士課程における学習・教育目標達成度評価基準 
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資料６－１－①―１続き 
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資料６－１－①―１続き 
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資料６－１－①―１続き 
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資料６－１－①―１続き 

 

（出典 平成 24 年度学生便覧 p.106-110） 
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資料６－１－①－２ 

専攻科及び「複合型生産システム工学」教育プログラムの学習・教育目標達成度評価基準 

 

（出典 平成24年度学生便覧p.188） 
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資料６－１－①―３ 

卒業要件確認表 
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資料６－１－①―３続き 
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資料６－１－①―３続き 

 

（出典 学生課資料） 
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資料６－１－①―４ 

修了要件確認表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 学生課資料）
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資料６－１－①―５ 

卒業認定に関する規則 

 

卒業認定に関する規則 

 

 （趣旨） 

第１条 卒業の認定は，この規則の定めるところによる。 

 （卒業認定の基準） 

第２条 第 5 学年を修了した者について，次の各号に該当する場合は卒業を認定する。 

(1) 各学年において，所定の単位を修得していること。 

(2) 全学年において修得した単位は 167 単位以上(そのうち，一般科目については 75 単位以上，

専門科目については 82 単位以上とする。)であること。 

(3) 別に定める各学科の学習・教育目標の達成度評価基準を満たしていること。 

 （卒業認定） 

第３条 前条の認定は，専任の授業担当教員で組織する卒業判定会議の意見を聞いて校長がこれを行

う。 

 （卒業証書の授与） 

第４条 前 2 条により卒業を認定した者には卒業証書を授与する。 

 

附 則 

この規則は，平成 24 年 2 月 6 日から施行する。 

 

 

（出典 平成24年度学生便覧p.138） 
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資料６－１－①―６ 

修了認定に関する規則 

 

専攻科の修了認定に関する規則 

 

 （趣旨） 

第１条 専攻科の修了認定に関する事項は，この規則の定めるところによる。 

 （修了認定） 

第２条 専攻科の修了認定は，専攻科に 2 年以上在学し，次表に定める単位数を取得している者に

対して行う。 

 区    分  修得単位数     備          考  

 

 

 

 

 

 

教養科目 必修 

選択 

 ８単位 

 ２単位 

 

専門共通科目 必修 

選択 

 14 単位 

 2 単位 

 

専門展開科目 

 

 

 

必修 

 

 

電子機械工学専攻

 20 単位 

 

応用物質工学専攻

 18 単位 

 

 

選択 電子機械工学専攻

 ６単位 

 

 

教養科目 

専門共通科目 

専門展開科目 

選択 電子機械工学専攻

 10 単位以上 

応用物質工学専攻

 18 単位以上 

専攻科授業科目の履修及び単位修得に関する規則

(平成 16 年規則第 20 号)第 11 条及び規則第 12 条に

規定する授業科目について，８単位を限度として専

門共通科目として認定することができる。 

合   計   62 単位以上  

２ 別に定める学習・教育目標の達成度評価基準を満たしていること。 

第３条 前条の修了認定は，専攻科の授業科目担当教員で組織する修了認定会議の意見を聞いて，校

長がこれを行う。 

第４条 校長は，修了を認定した者に対し，所定の修了証書を授与する。 

 

   附 則 

この規則は，平成 24 年２月６日から施行する。 

 

 

（出典 平成24年度学生便覧p.172） 
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資料６－１－①―７ 

準学士課程の「学習・教育目標」の達成状況の検証内容が確認できる議事録の抜粋 

 

平成２３年度卒業判定会議 議事要旨 

 

日 時  平成２４年３月５日（月）１０時～１０時４０分 

場 所  第１会議室 

出席者  校長，授業担当教員 

     （列席者：坂口学生課長，上野教務係長，森川係員，小島係員） 

議 事 
１．卒業認定について 

校長から，会議を始めるにあたり卒業認定について規則の確認があった。 

続いて，各学科長から，資料に基づき次のとおり説明があり，審議の結果，了承された。 

 

機械工学科長から，在籍者４３名のうち，追認試験の対象となる４名を除く３９名は卒業要件を

満たしているので卒業を認めていただきたいこと，追認試験受験者４名については，試験の結果合

格すれば卒業を認めていただきたい旨説明があった。 

電気電子工学科長から，在籍者４６名のうち，追認試験の対象となる３名を除く４３名は卒業要

件を満たしているので卒業を認めていただきたいこと，追認試験受験者３名については，試験の結

果合格すれば卒業を認めていただきたい旨説明があった。 

電子情報工学科長から，在籍者３８名（休学者１名を除く）のうち，追認試験の対象となる７名

を除く３１名は卒業要件を満たしているので卒業を認めていただきたいこと，追認試験受験者７名

については，試験の結果合格すれば卒業を認めていただきたい旨説明があった。また， 

 休学者は進路変更により退学する旨，併せて説明があった。 

生物応用化学科長から，在籍者３７名（休学者１名を除く）のうち，追認試験の対象となる１２

名を除く２５名は卒業要件を満たしているので卒業を認めていただきたいこと，追認試験受験者１

２名については，試験の結果合格すれば卒業を認めていただきたい旨説明があった。また，休学者

は４月より復学する旨，併せて説明があった。 

材料工学科長から，在籍者４４名のうち，追認試験の対象となる５名を除く３９名は卒業要件を

満たしているので卒業を認めていただきたいこと，追認試験受験者５名については，試験の結果合

格すれば卒業を認めていただきたい旨説明があった。 

 

  なお，追認試験は，追認対象者が希望すれば最大４単位まで受験可能である旨，確認がなされた。 

 

（出典 学生課資料） 
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資料６－１－①―８ 

専攻科課程の「学習・教育目標」の達成状況の検証内容が確認できる議事録の抜粋 

 

平成２３年度専攻科修了認定会議 議事要旨 

 

日 時  平成２４年３月５日（月）１０時４５分～１１時 

場 所  第１会議室 

出席者  校長及び専攻科の授業担当教員 

     （列席者：坂口学生課長，上野教務係長，森川係員，小島係員） 

議 事 

１ 平成２３年度専攻科修了認定について 

校長から，修了認定に関する規則の説明があり，その後電子機械工学専攻主任及び応用物質工学

専攻主任から，資料に基づき説明があった。審議の結果，電子機械工学専攻２２名のうち休学中の

学生１名を除く２１名及び応用物質工学専攻６名，計２７名の修了が了承された。 

  続いて専攻科長から，先に行われた専攻科分科会において複合型生産システム工学プログラムの

履修状況を確認し，電子機械工学専攻２１名（休学者１名を除く）及び応用物質工学専攻６名の全

員について同プログラムの修了を承認した旨，報告があった。 

 

（出典 学生課） 

 

 

（分析結果とその根拠理由）  

本校では，目的に沿って定めた，「学習・教育目標」の項目毎にその達成要件（準学士課程の卒

業要件及び専攻科課程の修了要件）を定めて，卒業（修了）認定会議においてそれぞれ卒業（修

了）認定を実施しており，目的に沿った形で，課程に応じて，養成すべき人材像，学生が卒業（修

了）時に身に付けるべき学力や資質・能力等について，その達成状況を把握・評価するための適切

な取組を行っている。 

 

観点６－１－②： 各学年や卒業（修了）時等において学生が身に付ける学力や資質・能力につい

て，学校としてその達成状況を評価した結果から判断して，教育の成果や効果が

上がっているか。 

（観点に係る状況） 

 本校では，卒業（修了）要件確認表を基に，卒業（修了）認定を行うことで，本校の定める卒業

（修了）時に身に付けるべき学力や資質・能力を備えた学生を育成している。卒業判定会議及び修了

認定会議における達成要件の検証結果では，達成度評価基準の各項目の達成状況は，準学士課程平均

100％，専攻科課程平均99～100％である（資料６－１－②－１，２）。学生はおおむね順調に本校の

カリキュラムを履修・修得し，進級率・卒業率・修了率のいずれにおいても高い比率を保っている

（資料６－１－②－３）。また「実践力の育成」及び「高い専門知識の修得」が期待できる技能審査

単位認定の対象となる資格取得においても，毎年安定した状況にある（資料６－１－②－４）。 

 専攻科の修了に当たっては，これまでの修了生全員が学習成果レポートに基づく大学評価・学位授



鈴鹿工業高等専門学校 基準６ 

 - 410 -

与機構の小論文審査に合格して学位を取得している（資料６－１－②－５）。また特別研究について

は，毎年度末に催される産学官交流フォーラムの場において専攻科修了生全員が成果発表を行ってお

り（資料６－１－②－６），それ以外にも学生による学会・研究会等における発表の報告が多数ある

（資料６－１－②－７）。これらの成果を，毎年，特別研究論文集として発行している。 

 

 

資料６－１－②－１
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資料６－１－②－１続き 
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資料６－１－②－１続き 

 

  

（出典 学生課資料）
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資料６－１－②－２ 
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資料６－１－②－２続き 

 

（出典 学生課資料） 
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資料６－１－②－３ 

進級率，留年率，退学率及び卒業率，修了率の過去５年間分のデータ 

 

(1) 学科 

 進級率（1～4 年） 留年率（全学年） 退学率（全学年） 卒業率 

１９年度 839/877 = 95.67% 18/1097 = 1.64% 21/1097 = 1.91% 219/220 =  99.55%

２０年度 819/867 = 94.46% 32/1078 = 2.97% 16/1078 = 1.48% 211/211 = 100.00%

２１年度 852/892 = 95.52% 21/1072 = 1.96% 21/1072 = 1.96% 179/180 =  99.44%

２２年度 823/876 = 93.95% 45/1084 = 4.15% 16/1084 = 1.48% 202/208 =  97.12%

２３年度 826/871=94.83% 28/1081=2.59% 19/1081=1.76% 208/210 =  99.05%

(2) 専攻科 

 退学率（全年次） 修了率 

１９年度 0/51 = 0.00% 20/23 =  86.96% 

２０年度 1/57 = 1.75% 24/28 =  85.71% 

２１年度 1/56 = 1.79% 26/30 =  86.67% 

２２年度 0/58 = 0.00% 27/29 =  93.10% 

２３年度 0/68=0.00% 27/28 =  96.43% 

（出典 学生課資料） 
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資料６－１－②－４ 

資格取得件数一覧 

文部科学大臣が別に 

定める学修 

認定される科目名及び単位数 19 

年度

20 

年度

21 

年度 

22 

年度 

23 

年度科目名 級 単位数 

実用英語技能検定の 

合格に係る学修 

実用英語 

技能検定 

１級 6   

準１級 4   

２級 2 1  

準２級 １   1 1 1 

実用フランス語技能 

検定の合格に係る学修 

実用フランス 

語技能検定 

１級 6   

２級 4   

３級 2   

４級 １   

スペイン語技能検定の 

合格に係る学修 

スペイン語 

技能検定 

１級 6   

２級 4   

３級 2   

４級 １   

日本漢字能力検定の 

合格に係る学修 

日本漢字 

能力検定 

１級 3   

準１級 2  1 

２級 1 26 32 30 20 16

工業英語能力検定の 

合格に係る学修 

工業英語 

能力検定 

１級 6   

２級 3   

３級 1 9 11 11 6 4

ラジオ・音響技能検定

の 

合格に係る学修 

ラジオ・音響 

技能検定 

１級 2   

２級 1 
  

 

ディジタル技術検定の 

合格に係る学修 

ディジタル 

技術検定 

１級 2   

２級 1 3   

画像情報技能検定ＣＧ

部門の合格に係る学修 

画像情報技能 

検定ＣＧ部門 

１級 4   

２級 2 1 2   

公害防止主任者 

大気 1    

水質 1    

粉塵 1    

騒音 1    

振動 1    
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資料６－１－②－４続き 

技能審査の名称 等級 単位数 19 年度 20 年度 21 年度 22 年度 23 年度 

実用数学技能検定  
１級 2     

準１級 1     

 TOEIC（平成 19 年度

～） 

860～ 6 2 4  2  2

790～859 5 1 1  1  2

730～789 4 1  2 1  1  1

600～729 3 4 2  5  8

470～599 2 9  10 8  7  12

425～469 1 8  7 11  5  16

日本語能力試験 
Ｎ１ 2     2  2

Ｎ２ 1   1   

情報処理技術者   1～4
(1 単位)3

(2 単位)7

(1 単位) 4

(2 単位) 2

 

(2 単位) 3
  

 

(2 単位) 5

  

(3 単位) 1

(2 単位) 5

 

ＣＧエンジニア検定 
ＣＧ部門 

エキスパート２級 1  2  

 
画像処理部門エキ

スパート２級 1   

危険物取扱者 

甲種 2 3  1 8  1  1

乙種（６つ

の類） 
2 1       2 2  3  1

乙種（３つ

の類） 
1    4      4 6  2  1

電気主任技術者  
２種 4   1  3

３種 2 4       2  2  

陸上無線技術者  
１級 4    

２級 2    

電気通信主任技術者   4    

電気工事士  
１種 2    

２種 1 4       3   

 ３次元ＣＡＤ 

 利用技術者検定 

１級 3  1    

準１級 2    

２級 1    1

技術士補 化学部門 6   1  

高圧ガス製造保安責任者 丙 1    

放射線取扱主任者  
１種 4    

２種 2    

毒物劇物取扱者 一般 1    1

（出典 学生課資料） 
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資料６－１－②－５ 

専攻科修了生の学位取得率の過去 5 年分のデータ 

年度 電子機械工学専攻 応用物質工学専攻 

平成 19 年度 13/14 92.86% 7/７ 100.00% 

平成 20 年度 19/21 90.48% 5/6 83.33% 

平成 21 年度 13/15 86.67% 13/13 100.00% 

平成 22 年度 20/20 100.00% 7/7 100.00% 

平成 23 年度 21/21 100.00% 7/7 100.00% 

 

 ※未取得となっている修了生についても，翌年度以降に全員取得済み 

（出典 学生課資料） 
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資料６－１－②－６ 

産学官交流フォーラムの資料 

 

（出典 総務課資料） 
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資料６－１－②－７ 

平成 19～23 年度における専攻科学生の学外発表件数 

年度 H19 H20 H21 H22 H23

電子機械工学専攻 14 (34) 20 (36) 33 (33) 34 (43) 29 (45)

応用物質工学専攻 7 (17) 6 (21) 28 (22) 19 (15) 18 (24)
 

括弧内の数値は各専攻の学生数 

（出典 学生課資料） 

 

 

（分析結果とその根拠理由）  

本校では，卒業（修了）時に身に付けるべき学力や資質・能力を意味する「学習・教育目標」の項

目ごとの達成要件を明確に定めており，その達成率が高率を維持している。卒業研究（特別研究）は

学科卒業生（専攻科修了生）が本校で身に付けた知識や能力を最大限に発揮した成果である。特別研

究は学会・研究会の場における発表に耐えうる水準に達しており，修了生が身に付けてきた学力や資

質・能力は十分な水準にあるといえる。また，大学評価・学位授与機構の小論文審査における高い合

格率は，修了生の学力や資質・能力については第三者から見ても一定の水準以上にあることを示して

いる。本校の教育課程はそういった学力や資質・能力を身に付けることができるように整備されてお

り，高い進級率・卒業率・修了率から，その教育課程を学生が順調に履修・修得できていることが確

認できる。資格取得の安定傾向から，意欲的に学習に取り組む学生の姿勢を窺うことができる。 

以上のことから，各学年や卒業（修了）時において学生が身に付ける学力や知識・能力について，

教育の成果や効果が十分に上がっていると判断できる。 

 

観点６－１－③： 教育の目的において意図している養成しようとする人材像等について，就職や

進学といった卒業（修了）後の進路の状況等の実績や成果から判断して，教育の

成果や効果が上がっているか。 

（観点に係る状況）  

教育の「目的」に示されている本校が養成すべき人材像は，各学科（専攻科）の学習・教育目標の

中に盛り込まれ，卒業（修了）はそのまま教育の「目的」に謳われた本校が養成すべき人材としての

能力を身に付けたことを意味し，それが妥当であるかどうかは，卒業（修了）生の就職・進学という

客観的な実績により裏付けられている。本校の卒業生（修了生）は，就職希望・進学希望ともに毎年

度100％の就職・進学を果たしている（資料６－１－③－１）。就職先としては工業系企業が中心で，

進学先としては本校専攻科以外にも，国公立大学を中心とした数多くの大学（大学院）の工学部が主

である（資料６－１－③－２，３）。 
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資料６－１－③－１ 

 

（出典 学生課資料） 
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資料６－１－③－２ 

 

 



鈴鹿工業高等専門学校 基準６ 

 - 423 -

資料６－１－③－２続き 
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資料６－１－③－２続き 
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資料６－１－③－２続き 
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資料６－１－③－２続き 

 

（出典 学生課資料） 
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資料６－１－③－３ 

 



鈴鹿工業高等専門学校 基準６ 

 - 428 -

資料６－１－③－３続き 
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資料６－１－③－３続き 
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資料６－１－③－３続き 
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資料６－１－③－３続き 

 

（出典 学生課資料） 
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（分析結果とその根拠理由） 

毎年度の就職率100%の実績は，受入企業において卒業（修了）生が期待されるだけの能力を発揮し，

それを企業側に認められていることを意味している。就職先として工業系企業が中心であることは，

「我が国の工業発展を支える有能な実践的技術者を育成すること」と謳っている「目的」の趣旨を反

映し，本校の養成する人材像や専門性が活かされる状況であるといえる。また，およそ半分の卒業

（修了）生が，より「高い専門知識」の修得を目指して進学している。 

以上のことから，本校の卒業（修了）生は，おおむね本校の「目的」において意図している養成す

べき人材像を体現しているものと思われ，教育の成果や効果は十分に上がっていると判断できる。 

 

観点６－１－④： 学生が行う学習達成度評価等，学生からの意見聴取の結果から判断して，教育

の成果や効果が上がっているか。 

（観点に係る状況）  

本校では，学生が行う学習・教育目標達成度評価は，準学士課程の第２学年以上及び専攻科課程

の２年次において，「学生自身による（〇〇学科）学習・教育目標の達成度評価シート」を用いて

実施している。評価シートの各設問は，卒業（修了）時に身に付けるべき学力や資質・能力につい

て，その時点における達成状況を学生が判断しやすくするために，具体的な文言による問いかけと

なっている（資料６－１－④－１）。学生は，年度初めに（課程最終年度生は年度末にも），卒業

（修了）時に身に付けるべき学力や資質・能力に関連した各項目に対して，自己の達成度を５段階

で評価し，シートに記入している。得られた結果は，次年度に自己点検評価・改善委員会（資料６

－１－④－２）が分析を行っている（資料６－１－④－３，４）。 

 準学士課程第５学年に行った分析結果（資料６－１－④－５）によると，各学科ともに「学習・

教育目標」の各項目は概ね平均３点以上である。 

 専攻科課程２年次に行った分析結果（資料６－１－④－５）においては，(Ｂ)基礎・専門の知識

とその応用力＜専門＞の項目において平均３点を下回る専攻があるものの，他の項目においては概

ね３点以上である。 
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資料６－１－④－１ 

学生自身による学習・教育目標達成度評価シート（準学士課程）の設問項目 

 

「学習・教育目標」に関する以下の項目について，入学時から現在までの達成度に該当する番号に○を

付けて下さい。履修していない科目等に基づく達成度は，「1」を選択して下さい。 
 

（Ａ）技術者としての姿勢 

＜視野＞ 

（１） 人文・社会科学や外国語の科目を受講・勉強しているときに，日本と他国の違いを意識して興味

が湧いたり，感心したりすることが [5. よくある。→→→→ 1. 全くない。]  

（２） 新聞や TV などのメディアを通じて国内における出来事（事件・事故・紹介など）を見て，外国人

の目にどのように写るかを考えたりすることが [5. よくある。→→→→1. 全くない。] 

（３） 新聞や TV などのメディアを通じて国外における出来事（事件・事故・紹介など）を見て，日本と

の違いを考えたりすることが [5. よくある.→→→→1. 全くない。]  

（４） 社会における自分の立場（○○歳である・学生である・高専生である・工学技術の修習生である，

など）を意識して，自分はどうあるべきかを考えることが [5. よくある。→→→→1. 全くない。]  

＜技術者倫理＞ 

（１） 特活，倫理・社会，創造工学，卒業研究等に加え，新聞や TV などのメディアを通じて国内外にお

ける企業モラルの欠如に起因する出来事（例えば①自動車の車軸の強度不足を認識していたがリコー

ルせず放置していた，②生産活動の結果，環境を破壊した，③ずさんな工程管理のため食中毒を引き

起こした，等の事件）を通じて，技術者としてあるべき姿を [5. はっきり思い描くことができる。

→→→→1. 全く思い描くことができない。]  

（２） これまで学んできた技術が環境にどういう影響を与えるかを [5. はっきり思い描くことができる。

→→→→1. 全く思い描くことができない。]  

＜意欲＞ 

実験や創造工学・卒業研究で知識を超える課題・問題に直面した際，[5. 積極的に分かるまで調

べた。4. 積極的に図書館などに出向き関係図書等で調べた。3. 図書館などに出向き関係図書等で調

べることがあった。2. 分からなかったので関係が深そうな先生や先輩に尋ねた。1. 自分には難しす

ぎるので解決をあきらめた。]  
 

（Ｂ）基礎・専門の知識とその応用力 

＜基礎＞ 

（１） 数学以外の科目の学習において，数学を必要とするとき， [5. 必要とする公式や定理などをすぐ

に思いつき使うことができる。→→→→1. ほとんど使えない。]  

（２） 物理・化学以外の科目の学習において，物理や化学の知識を必要とするとき，[5. 必要とする原

理や法則などをすぐに思いつき使うことができる。→→→→1. ほとんど使えない。]  

（３） ハードウェアとソフトウェアの関係，プログラミング技術，安全なネットワークの利用法等の情

報基礎について [5. 熟知している。→→→→1. 全く知識がない。]  

（４） 上記の情報基礎に関する知識を，[5. 実験または卒業研究などにおいて活用できる。→→→→1. 

全く活用できない。]  
 

＜専門＞ 機械工学科学生対象 

（１） 生産・製造方法等に関連する知識は，機械設計製図，総合実習，材料力学Ⅰ，材料力学Ⅱ，熱力

学（熱工学），水力学（流体工学），機械力学，機械工学序論，機械工作法，機械加工学，機械

運動学，熱流体工学基礎，機械設計法，生産システム，材料学Ⅰ，材料学Ⅱ，電気工学概論，電

子回路，メカトロニクス，ロボット工学等を通じて [5.十分理解していると思う。→→→→1. 全

く理解していない。]  

（２） 材料の種類，特性・性質等に関連する知識は，材料学Ⅰ，材料学Ⅱ，弾性学，塑性加工学等のほ

か，工学実験を通じて [5.十分理解していると思う。→→→→1. 全く理解していない。]  

（３） 計測技術に関連する知識は，計測工学，制御工学，計算機援用工学等のほか，機械工作実習・総

合実習や工学実験を通じて [5.十分理解していると思う。→→→→1. 全く理解していない。]  

（４） 工学実験における計測に関連した諸問題に対して，必要となる基礎的な 4 力学（材料力学，熱力

学，流体力学，機械力学）の計測原理や方法を [5.自力で見出せることがしばしばある。 →→ 
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→→1.見出す術が全く思いつかないことばかりである。] 

（５） 自らが得た実験結果等に対して，情報処理Ⅰ，情報処理Ⅱ及び情報処理応用等の知識をもとに，

論理的な解析や整理を [5. 自力で行うことができる。→→→→1. 助言を受けることである程度

行うことができる。] 

（６） 種々の製造過程に見られる環境負荷に関する問題に対して，機械工学に関する専門分野の知識や

情報を [5. 自力で使うことができる。→→→→1. 助言を受けることである程度使うことができ

る。] 

＜展開＞ 

（１） 解決すべき問題に対する解決法を，機械工学に関する専門分野の知識や情報をもとに [5. 自力で

見出せることがしばしばある。→→→→1. 見出す術が全く思いつかないことばかりである。]  

（２） 解決すべき問題の解決法を限られた時間内で計画的に実行するために，機械工学に関する専門分

野の知識や情報を [5. 自力で使うことができる。→→→→1. 助言を受けることである程度使う

ことができる。]  

（３） 限られた時間内でレポート，論文等を整理するために，機械工学に関する専門分野の知識や情報

を [5. 自力で使うことができる。→→→→1. 助言を受けることである程度使うことができる。]  

（４） 社会（社会貢献，環境負荷等）に対して，自分の課題（総合実習，創造工学，卒業研究）をどの

ように設定して，どのように解決していくかを自分で [5.十分理解していると思う。→→→→1. 

全く理解できていない。]  
 

＜専門＞ 電気電子工学科学生対象 

（１） 生産・製造方法等に関連する知識は，電気電子工学序論，電気電子製図，電気磁気学，電気回路，

電子回路，ディジタル回路，半導体工学，電気機器，電力システム工学，を通じて [5.十分理解

していると思う。→→→→1. 全く理解していない。]  

（２） 材料の種類，特性・性質等に関連する知識は，電子物性基礎，電気電子材料のほか，工学実験を

通じて [5. 十分理解していると思う。→→→→1. 全く理解していない。]  

（３） 計測技術に関連する知識は，電気電子計測，電気磁気学，電気回路，電子回路，ディジタル回路，

半導体工学，電気機器，通信理論等のほか，工学実験を通じて [5. 十分理解していると思う。→

→→→1. 全く理解していない。]  

（４） 工学実験における計測に関連した諸問題に対して，必要となる基礎的な電子回路，シーケンサ，

センサの原理や方法を [5.自力で見出せることがしばしばある。 →→→→1.見出す術が全く思い

つかないことばかりである。] 

（５） 自らが得た実験結果等に対して，電気電子計測，情報処理，計算機システム，応用情報処理及び

情報通信工学の知識をもとに，論理的な解析や整理を [5.自力で行うことができる。→→→→1. 

助言を受けることである程度行うことができる。]  

（６） 種々の製造過程に見られる環境負荷に関する問題に対して，電気電子工学に関する専門分野の知

識や情報を [5.自力で使うことができる。→→→→1. 助言を受けることである程度使うことがで

きる。]  

＜展開＞ 

（１） 解決すべき問題に対する解決法を，電気電子工学に関する専門分野の知識や情報をもとに [5. 自

力で見出せることがしばしばある。→→→→1. 見出す術が全く思いつかないことばかりであ

る。]  

（２） 解決すべき問題の解決法を限られた時間内で計画的に実行するために，電気電子工学に関する専

門分野の知識や情報を [5. 自力で使うことができる。→→→→1. 助言を受けることである程度

使うことができる。]  

（３） 限られた時間内でレポート，論文等を整理するために，電気電子工学に関する専門分野の知識や

情報を [5. 自力で使うことができる。→→→→1. 助言を受けることである程度使うことができ

る。]  

（４） 社会（社会貢献，環境負荷等）に対して，自分の課題（創造工学，卒業研究）をどのように設定

して，どのように解決していくかを自分で [5. 十分理解していると思う。→→→→1. 全く理解

できていない。]  
 
＜専門＞ 電子情報工学科学生対象 

（１） 生産・製造方法等に関連する知識は，ディジタル回路，基礎制御工学，電子制御工学，ソフトウ 
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ェア工学，計算機アーキテクチャ，情報通信ネットワーク，電子情報工学実験等を通じて [5. 十

分理解していると思う。→→→→1. 全く理解していない。] 

（２） 材料の種類，特性・性質等に関連する知識は，電子工学，電子材料工学，集積回路工学，電子情

報工学実験等を通じて [5. 十分理解していると思う。→→→→1. 全く理解していない。]   

（３） 計測技術に関する知識は，電子機器学，電子回路，電子計測，電子情報工学実験等を通じて [5. 

十分理解していると思う。→→→→1. 全く理解していない。] 

（４） 効率的な問題解決システムの構築または利用に関する知識は，オペレーティングシステム，デー

タ構造とアルゴリズム，画像処理工学，人工知能，電子情報工学実験等を通じて [5. 十分理解し

ていると思う。→→→→1. 全く理解していない。] 

（５） 自らが得た実験結果等に対して，情報関連科目の知識をもとに，論理的な解析や整理を [5. 自力

で行うことができる。→→→→1. 助言を受けることである程度行うことができる。] 

（６） 種々の製造過程に見られる環境負荷に関する問題に対して，電子情報工学に関する専門分野の知

識や情報を [5. 自力で使うことができる。→→→→1. 助言を受けることである程度使うことが

できる。] 

＜展開＞ 

（１） 解決すべき問題に対する解決法を，電子及び情報に関する専門分野の知識や情報をもとに [5. 自

力で見出せることがしばしばある。→→→→1. 見出す術が全く思いつかないことばかりであ

る。] 

（２） 解決すべき問題の解決法を限られた時間内で計画的に実行するために，電子及び情報に関する専

門分野の知識や情報を [5. 自力で使うことができる。→→→→1. 助言を受けることである程度

使うことができる。] 

（３） 限られた時間内でレポート，論文等を整理するために，電子及び情報に関する専門分野の知識や

情報を [5. 自力で使うことができる。→→→→1. 助言を受けることである程度使うことができ

る。] 

（４） 社会（社会貢献，環境負荷等）に対して，自分の課題（創造工学，卒業研究）をどのように設定

して，どのように解決していくかを自分で [5. 十分理解していると思う。→→→→1. 全く理解

できていない。] 
 
＜専門＞ 生物応用化学科学生対象 

（１） 生産・製造方法等に関連する知識は，化学工学Ⅰ，化学工学Ⅱ，生物化学工学，反応工学，生物

反応工学，無機工業化学，有機工業化学，微生物学Ⅰ，微生物学Ⅱ及び化学設計製図等を通じて 

[5.十分理解していると思う。→→→→1. 全く理解していない。]  

（２） 原料・材料及び製品等の種類，性質等に関連する知識は，無機工業化学，有機工業化学，高分子

化学，機能材料工学，微生物学Ⅰ，微生物学Ⅱ，分子生物学，タンパク質化学及び生物情報工学

等を通じて [5. 十分理解していると思う。→→→→1. 全く理解していない。]  

（３） 分析や計測に関連する知識は，分析化学，機器分析化学，環境分析化学，タンパク質化学，遺伝

子工学，生物応用化学実験，応用化学コース実験及び生物化学コース実験等を通じて [5.十分理

解していると思う。→→→→1. 全く理解していない。]  

（４） 自らが得た実験結果等に対して，情報処理Ⅰ，情報処理Ⅱ及び情報処理応用等の知識をもとに，

論理的な解析や整理を [5. 自力で行うことができる。→→→→1. 助言を受けることである程度

行うことができる。]  

（５） 環境に関する知識は，環境工学等を通じて [5. しっかり理解しているつもりである。→→→→1. 

全く理解していない。]  

＜展開＞ 

（１） 解決すべき問題に対する解決法を，化学及び生物化学に関する専門知識や実験技術等をもとに [5. 

自力で見出せることがしばしばある。→→→→1. 見出す術が全く思いつかないことばかりであ

る。]  

（２） 解決すべき問題の解決法を限られた時間内で計画的に実行するために，化学及び生物化学に関す

る専門知識や実験技術を [5. 自力で使うことができる。→→→→1. 助言を受けることである程

度使うことができる。]  

（３） 限られた時間内でレポート，論文等を整理するために，化学及び生物化学に関する専門知識や情

報を [5. 自力で使うことができる。→→→→1. 助言を受けることである程度使うことができ

る。]  
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（４） 社会（社会貢献，環境負荷等）に対して，自分の課題（創造工学，卒業研究）をどのように設定

して，どのように解決していくかを自分で [5. 十分理解していると思う。→→→→1. 全く理解

できていない。]  
 
<専門> 材料工学科学生対象 

（１） 生産・製造方法等に関連する知識は，機械工作法，生産工学，接合工学，材料プロセス工学，鋳

造工学，設計製図Ⅰ，設計製図Ⅱ，設計製図Ⅲ，設計製図Ⅳ，塑性加工，半導体工学，材料設計

学，材料保証学等を通じて [5.十分 理解していると思う。→→→→1. 全く理解していない。]  

（２） 原料・材料及び製品等の種類，性質等に関連する知識は，材料工学序論，基礎材料学，材料組織

学，材料強度学，無機材料，有機材料，鉄鋼材料，機能材料，複合材料，非鉄金属材料，粉体材

料，材料力学，半導体工学，固体物性等を通じて [5. 十分理解していると思う。→→→→1. 全

く理解していない。]  

（３） 材料の化学に関する知識は，無機化学，有機化学，材料物理化学Ⅰ，材料熱力学，材料物理化学

Ⅱ，材料表面工学，電気化学，固体物性等を通じて[5.十分理解していると思う。→→→→1. 全

く理解していない。] 

（４） 分析や計測に関連する知識は，結晶解析学，材料機器分析，材料評価法，電気工学基礎，基礎デ

ィジタル回路，材料工学実験等を通じて [5. 十分理解していると思う。→→→→1. 全く理解し

ていない。]  

（５） 自らが得た実験結果等に対して，情報処理Ⅰ，情報処理Ⅱ，情報処理Ⅲ，コンピュータ応用等の

知識をもとに，論理的な解析や整理を [5. 自力で行うことができる。→→→→1. 助言を受ける

ことである程度行うことができる。]  

（６） 環境に関する知識は，環境材料学や材料工学に関する専門分野の知識や情報を通じて [5. 十分理

解していると思う。→→→→1. 全く理解していない。]  

＜展開＞ 

（１） 解決すべき問題に対する解決法を，材料工学に関する専門知識や実験技術等をもとに [5. 自力で

見出せることがしばしばある。→→→→1. 見出す術が全く思いつかないことばかりである。]  

（２） 解決すべき問題の解決法を限られた時間内で計画的に実行するために，材料工学に関する専門知

識や実験技術を [5. 自力で使うことができる。→→→→1. 助言を受けることである程度使うこ

とができる。]  

（３） 限られた時間内でレポート，発表内容，論文等を整理するために，材料工学に関する専門知識や

情報を [5. 自力で使うことができる。→→→→1. 助言を受けることである程度使うことができ

る。]  

（４） 社会（社会貢献，環境負荷等）に対して，自分の課題（創造工学，卒業研究）をどのように設定

して，どのように解決していくかを自分で [5. 十分理解していると思う。→→→→1. 全く理解

できていない。]  

 

（Ｃ）コミュニケーション能力 

＜発表＞  

（１） レポートまたは研究論文は，読み手に [5. 80 %以上理解させることができる→→→→1. 全く理

解させることができない]ものであった。 

（２） 口頭発表は，聞き手に [5. 80%以上理解させることができる→→→→1. 全く理解させることがで

きない]ものであった。 

＜英語＞ 

（１） 専門科目の学習または卒業研究に関連する英文を読んで内容を[5. 理解できる。→→→→1. ほと

んど理解できない。]  

（２） 卒業研究論文のアブストラクトによって，自分が行った研究の概要を[ 5. 十分正確に記述するこ

とができた。→→→→1. あまり正確に記述することができなかった。]  

 

＜学校の目的の周知＞ 

教育理念，養成すべき人材像，教養・専門教育の目標等に基づく「学習・教育目標」を [5.十分

理解していると思う。→→→→1. 全く理解できていない。]  

 

（出典 教務委員会資料） 
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学生自身による学習・教育目標達成度評価シート（専攻科課程）の設問項目 

 

「学習・教育目標」に関する以下の項目について，学科第 4 学年から現在までの達成度に該当する番号

に○を付けて下さい。 

 

（Ａ）技術者としての姿勢 

＜視野＞ 

（１） 人文・社会科学や外国語の科目を受講・勉強しているときに，日本と他国の違いを意識して興味

が湧いたり，感心したりすることが [5.よくある。→→→→ 1.全くない。]  

（２） 新聞や TV などのメディアを通じて国内における出来事（事件・事故・紹介など）を見て，外国人

の目にどのように写るかを考えたりすることが [5.よくある。→→→→1.全くない。]  

（３） 新聞や TV などのメディアを通じて国外における出来事（事件・事故・紹介など）を見て，日本と

の違いを考えたりすることが [5.よくある。→→→→1.全くない。]  

（４） 社会における自分の立場（○○歳である・学生である・高専生である・工学技術の修習生である，

など）を意識して，自分はどうあるべきかを考えることが [5.よくある。→→→→1. 全くない。]  

＜技術者倫理＞ 

（１） 新聞や TV などのメディアを通じて国内外における企業モラルの欠如に起因する出来事（例えば①

自動車の車軸の強度不足を認識していたがリコールせず放置していた，②生産活動の結果，環境を破

壊した，③ずさんな工程管理のため食中毒を引き起こした，等の事件）を見て，技術者としてあるべ

き姿を [5.はっきり思い描くことができる。→→→→1.全く思い描くことができない。] 

（２） これまで学んできた技術が環境にどういう影響を与えるかを [5.はっきり思い描くことができる。

→→→→1.全く思い描くことができない。]  

＜意欲＞ 

創造工学や卒業研究・特別研究で知識を超える課題・問題に直面した際，[5. 積極的に分かるま

で調べた。4.積極的に図書館などに出向き関係図書等で調べた。3.図書館などに出向き関係図書等で

調べることがあった。2.分からなかったので関係が深そうな先生や先輩に尋ねた。1.自分には難しす

ぎるので解決をあきらめた。]  

 

（Ｂ）基礎・専門の知識とその応用力 

＜基礎＞ 

（１） 研究・開発または数学以外の科目の学習において，数学を必要とするとき， [5. 必要とする公式

や定理などをすぐに思いつき使うことができる。→→→→1.ほとんど使えない。] 

（２） 研究・開発または物理・化学以外の科目の学習において，物理や化学の知識を必要とするとき，

[5. 必要とする原理や法則などをすぐに思いつき使うことができる。→→→→1.ほとんど使えな

い。]  

（３） ハードウェアとソフトウェアの関係，プログラミング技術，安全なネットワークの利用法等の情

報基礎について [5.熟知している。→→→→1. 全く知識がない。]  

（４） 上記の情報基礎に関する知識を，[5.特別研究・卒業研究などにおいて活用できる。→→→→1.全

く活用できない。] 

 

＜専門＞ 機械工学科卒業生対象 

（１） 生産・製造方法等に関連する知識は，機械設計製図，各種加工学及び生産システム等を通じて [5.

十分理解していると思う。→→→→1. 全く理解していない。]  

（２） 機械設計に関連する諸問題に対して，必要とされる設計･システム系及び力学系に関する基礎工学

の知識や情報を[5.自力で使うことができる。→→→→1. 助言を受けることである程度使うこと

ができる。]  

（３） 材料の種類，特性・性質等に関連する知識は，物性工学をはじめ，複合材料，表面及びマイクロ

プロセスの各工学を通じて [5.十分理解していると思う。→→→→1. 全く理解していない。]  

（４） 材料の種類，特性・性質等に関連する諸問題に対して，必要となる基礎的な材料学の知識や情報

を [5.自力で見出せることがしばしばある。→→→→1.見出す術が全く思いつかないことばかり

である。]  

（５） 計測技術に関連する知識は，センサ工学や非破壊検査工学のほか工学実験を通じて [5.十分理解 
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していると思う。→→→→1. 全く理解していない。]  

（６） 工学実験における計測に関連した諸問題に対して，必要となる基礎的な 4 力学（機械力学，材料

力学，熱力学，流体力学）の計測原理や方法を [5.自力で見出せることがしばしばある。→→→

→1.見出す術が全く思いつかないことばかりである。]  

（７） 科学実験法や信頼性工学を通じて学んだ効率的な問題解決システムの構築または利用に関連する

知識や情報を [5.自力で使うことができる。→→→→1. 助言を受けることである程度使うことが

できる。]  

（８） 自らが得た実験結果等に対して，応用情報工学やデータ処理システムの知識をもとに，論理的な

解析や整理を [5.自力で行うことができる。→→→→1. 助言を受けることである程度行うことが

できる。]  

（９） 種々の製造過程に見られる環境負荷に関する問題に対して，環境保全工学等の基礎工学，生産シ

ステムに関する専門工学や主となる専門分野の知識や情報を [5.自力で使うことができる。→→

→→1. 助言を受けることである程度使うことができる。]  

 

＜専門＞ 電気電子工学科卒業生対象 

（１） 生産・製造方法等に関連する知識は，電気回路，電気機器を通じて [5.十分理解していると思う。

→→→→1. 全く理解していない。]  

（２） 電気回路，電気機器に関連する諸問題に対して，必要とされる設計･システム系及び力学系に関

する基礎工学の知識や情報を[5.自力で使うことができる。→→→→1. 助言を受けることである

程度使うことができる。]  

（３） 材料の種類，特性・性質等に関連する知識は，物性工学をはじめ，複合材料，表面及びマイクロ

プロセスの各工学を通じて [5.十分理解していると思う。→→→→1. 全く理解していない。]  

（４） 材料の種類，特性・性質等に関連する諸問題に対して，必要となる基礎的な電気電子材料学の知

識や情報を [5.自力で見出せることがしばしばある。→→→→1.見出す術が全く思いつかないこ

とばかりである。]  

（５） 計測技術に関連する知識は，センサ工学や非破壊検査工学のほか工学実験を通じて [5.十分理解

していると思う。→→→→1. 全く理解していない。]   

（６） 工学実験における計測に関連した諸問題に対して，必要となる基礎的な電子回路，シーケンサ，

センサの原理や方法を [5.自力で見出せることがしばしばある。→→→→1.見出す術が全く思い

つかないことばかりである。]  

（７） 科学実験法や信頼性工学を通じて学んだ効率的な問題解決システムの構築または利用に関連する

知識や情報を [5.自力で使うことができる。→→→→1. 助言を受けることである程度使うこと

ができる。]  

（８） 自らが得た実験結果等に対して，応用情報工学やデータ処理システムの知識をもとに，論理的な

解析や整理を [5.自力で行うことができる。→→→→1. 助言を受けることである程度行うこと

ができる。]  

（９） 種々の製造過程に見られる環境負荷に関する問題に対して，環境保全工学等の基礎工学，生産シ

ステムに関する専門工学や主となる専門分野の知識や情報を [5.自力で使うことができる。→→

→→1. 助言を受けることである程度使うことができる。]  

 

＜専門＞ 電子情報工学科卒業生対象 

（１） 生産・製造方法等に関連する知識は，制御工学，情報通信ネットワーク等を通じて [5. 十分理

解していると思う。→→→→1. 全く理解していない。]  

（２） 電子回路設計，ソフトウェア開発に関連する諸問題に対して，必要とされる設計･システム系及

び力学系に関する基礎工学の知識や情報を[5.自力で使うことができる。→→→→1. 助言を受け

ることである程度使うことができる。]  

（３） 材料の種類，特性・性質等に関連する知識は，物性工学をはじめ，複合材料，表面及びマイクロ

プロセスの各工学を通じて [5. 十分理解していると思う。→→→→1. 全く理解していない。]  

（４） 材料の種類，特性・性質等に関連する諸問題に対して，必要となる基礎的な材料工学の知識や情

報を [5.自力で見出せることがしばしばある。→→→→1.見出す術が全く思いつかないことばか

りである。]  
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（５） 計測技術に関連する知識は，センサ工学や非破壊検査工学のほか工学実験を通じて [5.しっかり

理解しているつもりである。→→→→1. 全く理解していない。]  

（６） 工学実験における計測に関連した諸問題に対して，必要となる基礎的な電子回路，電子材料，プ

ログラミングに関する原理や方法を [5.自力で見出せることがしばしばある。→→→→1.見出す

術が全く思いつかないことばかりである。]  

（７） 科学実験法や信頼性工学を通じて学んだ効率的な問題解決システムの構築または利用に関連する

知識や情報を [5.自力で使うことができる。→→→→1. 助言を受けることである程度使うこと

ができる。]  

（８） 自らが得た実験結果等に対して，応用情報工学やデータ処理システムの知識をもとに，論理的な

解析や整理を [5.自力で行うことができる。→→→→1. 助言を受けることである程度行うこと

ができる。]  

（９） 種々の製造過程に見られる環境負荷に関する問題に対して，環境保全工学等の基礎工学，生産シ

ステムに関する専門工学や主となる専門分野の知識や情報を [5.自力で使うことができる。→→

→→1. 助言を受けることである程度使うことができる。]  
 

＜専門＞ 生物応用化学科卒業生対象 

（１） 生産・製造方法等に関連する知識は，化学工学Ⅱ，生物化学工学，無機工業化学，反応工学，細

胞工学及び移動現象論等を通じて [5.十分理解していると思う。→→→→1. 全く理解していな

い。]  

（２） 生産・製造方法に関連する諸問題に対して，必要となる化学工学Ⅰ，化学製図等の設計･システ

ム系及び力学系に関する基礎工学の知識や情報を[5.自力で使うことができる。→→→→1. 助言

を受けることである程度使うことができる。]  

（３） 原料・材料及び製品等の種類，特性・性質等に関連する知識は，有機工業化学，無機工業化学及

び物性工学等を通じて [5.十分理解していると思う。→→→→1. 全く理解していない。]  

（４） 原料・材料及び製品等の種類，特性・性質等に関連する諸問題に対して，必要となる高分子化学

及び微生物学の知識や情報を [5.自力で見出せることがしばしばある。→→→→1.見出す術が全

く思いつかないことばかりである。]  

（５） 計測技術に関連する知識は，センサ工学や分析化学特論のほか工学実験を通じて [5.十分理解し

ていと思う。→→→→1. 全く理解していない。]  

（６） 工学実験における計測に関連した諸問題に対して，機器分析及び定量分析の原理や方法を [5.自

力で見出せることがしばしばある。→→→→1.見出す術が全く思いつかないことばかりであ

る。]  

（７） 科学実験法や信頼性工学を通じて学んだ効率的な問題解決システムの構築または利用に関連する

知識や情報を [5.自力で使うことができる。→→→→1. 助言を受けることである程度使うこと

ができる。]  

（８） 自らが得た実験結果等に対して，応用情報工学やデータ処理システムの知識をもとに，論理的な

解析や整理を [5.自力で行うことができる。→→→→1. 助言を受けることである程度行うこと

ができる。]  

（９） 種々の製造過程に見られる環境負荷に関する問題に対して，環境工学及び環境保全工学等の基礎

工学，生産システムに関する専門工学及び主となる専門分野の知識や情報を，[5.自力で使うこ

とができる。→→→→1. 助言を受けることである程度使うことができる。]  
 
＜専門＞ 材料工学科卒業生対象 

（１） 生産・製造方法等に関連する知識は，接合工学，鋳造工学等の各種加工学及び生産システム等を

通じて [5. 十分理解していると思う。→→→→1. 全く理解していない。]  

（２） 材料の製造プロセス及び機械要素の設計に関連する諸問題に対して，必要とされる設計･システ

ム系及び力学系に関する基礎工学の知識や情報を[5.自力で使うことができる。→→→→1. 助 
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言を受けることである程度使うことができる。]  

（３） 材料の種類，特性・性質等に関連する知識は，物性工学をはじめ，金属材料Ⅱ，半導体材料，複

合材料，有機材料等の各工学を通じて [5. 十分理解していると思う。→→→→1. 全く理解して

いない。]  

（４） 材料の種類，特性・性質等に関連する諸問題に対して，必要となる基礎的な金属材料Ⅰの知識や

情報を [5.自力で見出せることがしばしばある。→→→→1.見出す術が全く思いつかないことば

かりである。]  

（５） 計測技術に関連する知識は，センサ工学や非破壊検査工学のほか工学実験を通じて [5. 十分理

解していると思う。→→→→1. 全く理解していない。]  

（６） 工学実験における計測に関連した諸問題に対して，必要となる基礎的な応用物理，材料力学，材

料強度工学の知識や情報を [5.自力で見出せることがしばしばある。→→→→1.見出す術が全く

思いつかないことばかりである。]  

（７） 科学実験法や信頼性工学を通じて学んだ効率的な問題解決システムの構築または利用に関連する

知識や情報を [5.自力で使うことができる。→→→→1. 助言を受けることである程度使うこと

ができる。]  

（８） 自らが得た実験結果等に対して，応用情報工学やデータ処理システムの知識をもとに，論理的な

解析や整理を [5.自力で行うことができる。→→→→1. 助言を受けることである程度行うこと

ができる。]  

（９） 種々の製造過程に見られる環境負荷に関する問題に対して，環境保全工学等の基礎工学，生産シ

ステムに関する専門工学や主となる専門分野の知識や情報を [5.自力で使うことができる。→→

→→1. 助言を受けることである程度使うことができる。] 
 
＜展開＞ 

（１） 解決すべき問題に対する解決法を，生産システムに関する専門工学や主となる専門分野の知識や

情報をもとに [5.自力で見出せることがしばしばある。→→→→1.見出す術が全く思いつかないこ

とばかりである。]  

（２） 解決すべき問題の解決法を限られた時間内で計画的に実行するために，生産システムに関する専

門工学や主となる専門分野の知識や情報を [5.自力で使うことができる。→→→→1. 助言を受ける

ことである程度使うことができる。]  

（３） 限られた時間内でレポート，論文等を整理するために，生産システムに関する専門工学や主とな

る専門分野の知識や情報を [5.自力で使うことができる。→→→→1. 助言を受けることである程度

使うことができる。]  

（４） 社会（社会貢献，環境負荷等）に対して，自分の課題（創造工学，卒業研究，特別研究）をどの

ように設定して，どのように解決していくかを自分で [5.十分理解していると思う。→→→→1. 全

く理解できていない。]  

 

（Ｃ）コミュニケーション能力 

＜発表＞  

（１） 研究論文は，読み手に [5. 80 % 以上理解させることができる→→→→1.全く理解させることが

できない]ものであった。 

（２） 口頭発表は，聞き手に [5. 80 % 以上理解させることができる→→→→1.全く理解させることが

できない]ものであった。 

＜英語＞ 

（１） 専門科目の学習・卒業研究または特別研究に関連する英文を読んで内容を[5. 理解できる。→→

→→1. ほとんど理解できない。]  

（２） 卒業研究論文のアブストラクトによって，自分が行った研究の概要を[ 5. 十分正確に記述するこ

とができた。→→→→1. あまり正確に記述することができなかった。]  

 

＜学校の目的の周知＞ 

教育理念，養成すべき人材像，教養・専門教育の目標等に基づく「学習・教育目標」を [5.十分理解し

ていると思う。→→→→1. 全く理解できていない。] 

 

（出典 教務委員会資料） 



鈴鹿工業高等専門学校 基準６ 

 - 441 -

資料６－１－④－２ 

 

平成２４年４月１日現在

　（校長が主宰） 　（校長が指名した者が主宰）

外部評価委員会 運　営　会　議 教務委員会 主事補会議

リスク管理室 専攻科分科会

（附属施設等） 対策本部 学生表彰選考分科会

教員選考委員会 複合型生産システム工学プログラム推進部会

実 習 セ ン タ ー 将来計画検討委員会 ＦＤ部会

実習センター運営協力会議 情報教育部会

情報処理センター 施設整備分科会 創造活動プロジェクト

情報処理センター運営協力会議 学生委員会 主事補会議

共同研究推進センター 予算委員会 生活指導部会

自己点検評価・改善委員会 PDCA推進会議 交通指導部会

教育研究支援センター 点検評価部会 課外活動部会

教育研究支援室 教育改善フォロ-アップ部会 寮務委員会 主事補会議

教育研究支援推進会議 教員表彰選考部会 留学生部会

学生支援室 入学試験委員会 研究活動推進委員会

学生支援室運営協力会議 情報管理委員会 知的財産分科会

入試対策室 教 職 員 会 議 研究推進・産官連携部会

女性総合サポート室 防災対策本部 図書･文化委員会

紀要発行部会

図書館運営部会

広報・交流委員会

国際交流分科会

地域交流分科会

ホームページ部会

広報誌発行部会

安全衛生委員会

実験安全管理分科会

セクシュアル・ハラスメント防止対策委員会

進路支援委員会

創立５０周年記念事業委員会

創立５０周年記念事業WG会議

事　　務　　部

       平成２４年度実施体制組織図

環境マネジメント分科会

校　長

参  与  会

将来構想部会(中期計画検討を含む）

図書館

共同研究推進センター運営協力会議

 

（出典 総務課資料）
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平成 23 年度 学生自身による「学習・教育目標」の達成度評価結果（準学士課程 卒業時） 

 

第５学年 機械工学科学生                 第５学年 電気電子工学科学生 

機械工学科　卒業時　項目別平均値

0 1 2 3 4 5

(A) ＜視野＞ (1)
(2)
(3)
(4)

(A) ＜技術者倫理＞ (1)
(2)

(A) ＜意欲＞     
(B) ＜基礎＞ (1)

(2)
(3)
(4)

(B) ＜専門＞ (1)
(2)
(3)
(4)
(5)
(6)

(B) ＜展開＞ (1)
(2)
(3)
(4)

(C) ＜発表＞ (1)
(2)

(C) ＜英語＞ (1)
(2)

＜学校の目的の周知＞

   

電気電子工学科　卒業時　項目別平均値

0 1 2 3 4 5

(A) ＜視野＞ (1)
(2)
(3)
(4)

(A) ＜技術者倫理＞ (1)
(2)

(A) ＜意欲＞     
(B) ＜基礎＞ (1)

(2)
(3)
(4)

(B) ＜専門＞ (1)
(2)
(3)
(4)
(5)
(6)

(B) ＜展開＞ (1)
(2)
(3)
(4)

(C) ＜発表＞ (1)
(2)

(C) ＜英語＞ (1)
(2)

＜学校の目的の周知＞

 
機械工学科　卒業時　分野別平均値

3.7
3.6

3.3
3.3

3.5
3.6
3.6

2.8
3.4

0 1 2 3 4 5

(A)＜視野＞
(A)＜技術者倫理＞

(A)＜意欲＞
(B＜基礎＞

(B)＜専門＞
(B)＜展開＞
(C)＜発表＞
(C)＜英語＞

＜学校の目的の周知＞

   

電気電子工学科　卒業時　分野別平均値

3.8
3.7

3.2
3.2
3.3
3.4
3.5

2.9
3.4

0 1 2 3 4 5

(A)＜視野＞
(A)＜技術者倫理＞

(A)＜意欲＞
(B＜基礎＞

(B)＜専門＞
(B)＜展開＞
(C)＜発表＞
(C)＜英語＞

＜学校の目的の周知＞

  
第５学年 電子情報工学科学生               第５学年 生物応用化学科学生 

電子情報工学科　卒業時　項目別平均値

0 1 2 3 4 5

(A) ＜視野＞ (1)
(2)
(3)
(4)

(A) ＜技術者倫理＞ (1)
(2)

(A) ＜意欲＞     
(B) ＜基礎＞ (1)

(2)
(3)
(4)

(B) ＜専門＞ (1)
(2)
(3)
(4)
(5)
(6)

(B) ＜展開＞ (1)
(2)
(3)
(4)

(C) ＜発表＞ (1)
(2)

(C) ＜英語＞ (1)
(2)

＜学校の目的の周知＞

   

生物応用化学科　卒業時　項目別平均値

0 1 2 3 4 5

(A) ＜視野＞ (1)
(2)
(3)
(4)

(A) ＜技術者倫理＞ (1)
(2)

(A) ＜意欲＞     
(B) ＜基礎＞ (1)

(2)
(3)
(4)

(B) ＜専門＞ (1)
(2)
(3)
(4)
(5)

(B) ＜展開＞ (1)
(2)
(3)
(4)

(C) ＜発表＞ (1)
(2)

(C) ＜英語＞ (1)
(2)

＜学校の目的の周知＞

 
電子情報工学科　卒業時　分野別平均値

3.7
3.8

3.0
3.3
3.4
3.4
3.4

3.0
3.7

0 1 2 3 4 5

(A)＜視野＞
(A)＜技術者倫理＞

(A)＜意欲＞
(B)＜基礎＞
(B)＜専門＞
(B)＜展開＞
(C)＜発表＞
(C)＜英語＞

＜学校の目的の周知＞

   

生物応用化学科　卒業時　分野別平均値

4.1
3.8

3.3
3.4

3.6
3.6

3.8
3.4
3.6

0 1 2 3 4 5

(A)＜視野＞
(A)＜技術者倫理＞

(A)＜意欲＞
(B)＜基礎＞
(B)＜専門＞
(B)＜展開＞
(C)＜発表＞
(C)＜英語＞

＜学校の目的の周知＞
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第５学年 材料工学科学生 

材料工学科　卒業時　項目別平均値

0 1 2 3 4 5

(A) ＜視野＞ (1)
(2)
(3)
(4)

(A) ＜技術者倫理＞ (1)
(2)

(A) ＜意欲＞     
(B) ＜基礎＞ (1)

(2)
(3)
(4)

(B) ＜専門＞ (1)
(2)
(3)
(4)
(5)
(6)

(B) ＜展開＞ (1)
(2)
(3)
(4)

(C) ＜発表＞ (1)
(2)

(C) ＜英語＞ (1)
(2)

＜学校の目的の周知＞

 
材料工学科　卒業時　分野別平均値

4.1
3.8

3.3
3.4

3.6
3.6

3.8
3.4
3.6

0 1 2 3 4 5

(A)＜視野＞
(A)＜技術者倫理＞

(A)＜意欲＞
(B)＜基礎＞
(B)＜専門＞
(B)＜展開＞
(C)＜発表＞
(C)＜英語＞

＜学校の目的の周知＞

 
 

（出典 教務委員会資料） 
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平成 23 年度 学生自身による「学習・教育目標」の達成度評価結果（専攻科課程 修了時） 

 

電子機械工学専攻 
 

２年次 機械工学科出身学生 9 名 

電子機械工学専攻（M科出身）　第4学年～１年次　平均値

0 1 2 3 4 5

(A) ＜視野＞ (1)
(2)
(3)
(4)

(A) ＜技術者倫理＞ (1)
(2)

(A) ＜意欲＞     
(B) ＜基礎＞ (1)

(2)
(3)
(4)

(B) ＜専門＞ (1)
(2)
(3)
(4)
(5)
(6)
(7)
(8)
(9)

(B) ＜展開＞ (1)
(2)
(3)
(4)

(C) ＜発表＞ (1)
(2)

(C) ＜英語＞ (1)
(2)

＜学校の目的の周知＞

 

電子機械工学専攻（M科出身）修了時　項目別平均値

0 1 2 3 4 5

(A) ＜視野＞ (1)
(2)
(3)
(4)

(A) ＜技術者倫理＞ (1)
(2)

(A) ＜意欲＞     
(B) ＜基礎＞ (1)

(2)
(3)
(4)

(B) ＜専門＞ (1)
(2)
(3)
(4)
(5)
(6)
(7)
(8)
(9)

(B) ＜展開＞ (1)
(2)
(3)
(4)

(C) ＜発表＞ (1)
(2)

(C) ＜英語＞ (1)
(2)

＜学校の目的の周知＞

 
電子機械工学専攻（M科出身）　第4学年～１年次　平均値

3.7
4.2

3.2
2.9

3.2
3.2

3.7
2.9

3.6

0 1 2 3 4 5

(A)　＜視野＞
(A)　＜技術者倫理＞

(A)　＜意欲＞
(B) ＜基礎＞
(B) ＜専門＞
(B) ＜展開＞
(C) ＜発表＞
(C) ＜英語＞

＜学校の目的の周知＞

 

電子機械工学専攻（M科出身）修了時　分野別平均値

4.0
3.8

3.3
3.2

3.4
3.4

3.7
3.6
3.6

0 1 2 3 4 5

(A)　＜視野＞
(A)　＜技術者倫理＞

(A)　＜意欲＞
(B)　＜基礎＞
(B)　＜専門＞
(B)　＜展開＞
(C)　＜発表＞
(C)　＜英語＞

＜学校の目的の周知＞

 
 

２年次 電気電子工学科出身学生 8 名 

電子機械工学専攻（E科出身）　第4学年～１年次　平均値

0 1 2 3 4 5

(A) ＜視野＞ (1)
(2)
(3)
(4)

(A) ＜技術者倫理＞ (1)
(2)

(A) ＜意欲＞     
(B) ＜基礎＞ (1)

(2)
(3)
(4)

(B) ＜専門＞ (1)
(2)
(3)
(4)
(5)
(6)
(7)
(8)
(9)

(B) ＜展開＞ (1)
(2)
(3)
(4)

(C) ＜発表＞ (1)
(2)

(C) ＜英語＞ (1)
(2)

＜学校の目的の周知＞

 

電子機械工学専攻（E科出身）修了時　項目別平均値

0 1 2 3 4 5

(A) ＜視野＞ (1)
(2)
(3)
(4)

(A) ＜技術者倫理＞ (1)
(2)

(A) ＜意欲＞     
(B) ＜基礎＞ (1)

(2)
(3)
(4)

(B) ＜専門＞ (1)
(2)
(3)
(4)
(5)
(6)
(7)
(8)
(9)

(B) ＜展開＞ (1)
(2)
(3)
(4)

(C) ＜発表＞ (1)
(2)

(C) ＜英語＞ (1)
(2)

＜学校の目的の周知＞
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資料６－１－④－４続き 

電子機械工学専攻（E科出身）　第4学年～１年次　平均値

3.8
3.9

3.3
2.9

3.2
3.3
3.4

2.6
2.9

0 1 2 3 4 5

(A)　＜視野＞
(A)　＜技術者倫理＞

(A)　＜意欲＞
(B) ＜基礎＞
(B) ＜専門＞
(B) ＜展開＞
(C) ＜発表＞
(C) ＜英語＞

＜学校の目的の周知＞

 

電子機械工学専攻（E科出身）修了時　分野別平均値

4.0
4.1

3.4
3.0
3.2

3.7
3.6

3.8
3.3

0 1 2 3 4 5

(A)＜視野＞
(A)＜技術者倫理＞

(A)＜意欲＞
(B)＜基礎＞
(B)＜専門＞
(B)＜展開＞
(C)＜発表＞
(C)＜英語＞

＜学校の目的の周知＞

 
 

２年次 電子情報工学科出身学生 4 名 

電子機械工学専攻（I科出身）　第4学年～１年次　平均値

0 1 2 3 4 5

(A) ＜視野＞ (1)
(2)
(3)
(4)

(A) ＜技術者倫理＞ (1)
(2)

(A) ＜意欲＞     
(B) ＜基礎＞ (1)

(2)
(3)
(4)

(B) ＜専門＞ (1)
(2)
(3)
(4)
(5)
(6)
(7)
(8)
(9)

(B) ＜展開＞ (1)
(2)
(3)
(4)

(C) ＜発表＞ (1)
(2)

(C) ＜英語＞ (1)
(2)

＜学校の目的の周知＞

 

電子機械工学専攻（I科出身）修了時　項目別平均値

0 1 2 3 4 5

(A) ＜視野＞ (1)
(2)
(3)
(4)

(A) ＜技術者倫理＞ (1)
(2)

(A) ＜意欲＞     
(B) ＜基礎＞ (1)

(2)
(3)
(4)

(B) ＜専門＞ (1)
(2)
(3)
(4)
(5)
(6)
(7)
(8)
(9)

(B) ＜展開＞ (1)
(2)
(3)
(4)

(C) ＜発表＞ (1)
(2)

(C) ＜英語＞ (1)
(2)

＜学校の目的の周知＞

 
電子機械工学専攻（I科出身）　第4学年～１年次　平均値

3.7
3.6
3.8
3.7

3.0
4.1

3.5
4.0

3.8

0 1 2 3 4 5

(A)　＜視野＞
(A)　＜技術者倫理＞

(A)　＜意欲＞
(B) ＜基礎＞
(B) ＜専門＞
(B) ＜展開＞
(C) ＜発表＞
(C) ＜英語＞

＜学校の目的の周知＞

 

電子機械工学専攻（I科出身）修了時　分野別平均値

3.8
3.6

4.0
3.5

2.8
3.1
3.1

4.0
3.8

0 1 2 3 4 5

(A) ＜視野＞
(A) ＜技術者倫理＞

(A) ＜意欲＞
(B) ＜基礎＞
(B) ＜専門＞
(B) ＜展開＞

（Ｃ） ＜発表＞
(C) ＜英語＞

＜学校の目的の周知＞
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資料６－１－④－４続き 

応用物質工学専攻 
 

２年次 生物応用化学科出身学生 3 名 

応用物質工学専攻（C科出身）　第4学年～１年次　平均値

0 1 2 3 4 5

(A) ＜視野＞ (1)
(2)
(3)
(4)

(A) ＜技術者倫理＞ (1)
(2)

(A) ＜意欲＞     
(B) ＜基礎＞ (1)

(2)
(3)
(4)

(B) ＜専門＞ (1)
(2)
(3)
(4)
(5)
(6)
(7)
(8)
(9)

(B) ＜展開＞ (1)
(2)
(3)
(4)

(C) ＜発表＞ (1)
(2)

(C) ＜英語＞ (1)
(2)

＜学校の目的の周知＞

 

応用物質工学専攻（C科出身）修了時　項目別平均値

0 1 2 3 4 5

(A) ＜視野＞ (1)
(2)
(3)
(4)

(A) ＜技術者倫理＞ (1)
(2)

(A) ＜意欲＞     
(B) ＜基礎＞ (1)

(2)
(3)
(4)

(B) ＜専門＞ (1)
(2)
(3)
(4)
(5)
(6)
(7)
(8)
(9)

(B) ＜展開＞ (1)
(2)
(3)
(4)

(C) ＜発表＞ (1)
(2)

(C) ＜英語＞ (1)
(2)

＜学校の目的の周知＞

 
応用物質工学専攻（C科出身）　第4学年～１年次　平均値

4.3
4.0

2.7
3.2

3.6
3.5

4.0
3.5

3.0

0 1 2 3 4 5

(A)　＜視野＞
(A)　＜技術者倫理＞

(A)　＜意欲＞
(B) ＜基礎＞
(B) ＜専門＞
(B) ＜展開＞
(C) ＜発表＞
(C) ＜英語＞

＜学校の目的の周知＞

 

応用物質工学専攻（C科出身）修了時　分野別平均値

4.3
4.2

3.7
3.4

3.7
3.4

4.0
4.0

3.7

0 1 2 3 4 5

(A)　＜視野＞
(A)　＜技術者倫理＞

(A)　＜意欲＞
(B) ＜基礎＞
(B) ＜専門＞
(B) ＜展開＞
(C) ＜発表＞
(C) ＜英語＞

＜学校の目的の周知＞

  
２年次 材料工学科出身学生 3 名 

応用物質工学専攻（S科出身）　第4学年～１年次　平均値

0 1 2 3 4 5

(A) ＜視野＞ (1)
(2)
(3)
(4)

(A) ＜技術者倫理＞ (1)
(2)

(A) ＜意欲＞     
(B) ＜基礎＞ (1)

(2)
(3)
(4)

(B) ＜専門＞ (1)
(2)
(3)
(4)
(5)
(6)
(7)
(8)
(9)

(B) ＜展開＞ (1)
(2)
(3)
(4)

(C) ＜発表＞ (1)
(2)

(C) ＜英語＞ (1)
(2)

＜学校の目的の周知＞

 

応用物質工学専攻（S科出身）修了時　項目別平均値

0 1 2 3 4 5

(A) ＜視野＞ (1)
(2)
(3)
(4)

(A) ＜技術者倫理＞ (1)
(2)

(A) ＜意欲＞     
(B) ＜基礎＞ (1)

(2)
(3)
(4)

(B) ＜専門＞ (1)
(2)
(3)
(4)
(5)
(6)
(7)
(8)
(9)

(B) ＜展開＞ (1)
(2)
(3)
(4)

(C) ＜発表＞ (1)
(2)

(C) ＜英語＞ (1)
(2)

＜学校の目的の周知＞

 
応用物質工学専攻（S科出身）　第4学年～１年次　平均値

4.2
4.0

3.0
3.4

3.3
3.3

4.0
2.5

4.0

0 1 2 3 4 5

(A)　＜視野＞
(A)　＜技術者倫理＞

(A)　＜意欲＞
(B) ＜基礎＞
(B) ＜専門＞
(B) ＜展開＞
(C) ＜発表＞
(C) ＜英語＞

＜学校の目的の周知＞

 

応用物質工学専攻（S科出身）修了時　分野別平均値

3.8
3.8

3.3
3.3

3.6
3.8

4.5
3.8

4.3

0 1 2 3 4 5

(A)　＜視野＞
(A)　＜技術者倫理＞

(A)　＜意欲＞
(B) ＜基礎＞
(B) ＜専門＞
(B) ＜展開＞
(C) ＜発表＞
(C) ＜英語＞

＜学校の目的の周知＞

 
（出典 教務委員会資料） 
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資料６－１－④－５ 

 

平成 23 年度 JABEE・点検評価 合同部会 アンケート調査結果報告（抜粋） 
 

 

（中略） 

 

 

５．平成 23 年度 学生自身による「学習・教育目標」の達成度評価について（卒業・修了時） 

 

（資料：平成 23 年度 学生自身による「学習・教育目標」の達成度評価のまとめ（学科）） 

（資料：平成 23 年度 学生自身による「学習・教育目標」の達成度評価のまとめ（専攻科）） 

 

学校の目的の周知状況（学科卒業時）： 

教育理念，養成すべき人材像，教養・専門教育の目標等に基づく各学科の「学習・教育目

標」の理解についての自己評価は，5 段階評価で平均 3。4～3。7 と概ね理解されている。 

 

学校の目的の周知状況（専攻科修了時）： 

専攻科の「学習・教育目標」の理解についての自己評価は，平均 3。3～4。3 と概ね理解さ

れている。 

 

「学習・教育目標」の達成度自己評価（学科卒業時）： 

各学科の「学習・教育目標」に対応する達成度評価シートを用いた各項目の自己評価は，

概ね平均３以上ある。 

 

「学習・教育目標」の達成度自己評価（専攻科修了時）： 

専攻科の「学習・教育目標」に対応する達成度評価シートを用いた各項目の自己評価は，

概ね平均３以上あるが，「学習・教育目標」(B)＜専門＞に関する項目に対して，平均３を下

回る専攻がある。 

 

 

６．平成 23 年度 学生自身による「学習・教育目標」の達成度評価について（学科 各学年） 

 
（資料：平成 23 年度 学生自身による「学習・教育目標」の達成度評価のまとめ（学科 各学年）） 

 

学校の目的の周知状況（学科 第２学年～第５学年学生 年度当初）： 

各学科の第２学年～第５学年学生による年度当初の自己評価は，概ね平均３以上あるが，

平均３を下回る学年がある。 

 

 「学習・教育目標」の達成度自己評価：  

各学科ともに，高学年の学生ほど達成度の自己評価結果の向上が認められる。 

 

 

（出典 自己点検評価・改善委員会資料） 
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（分析結果とその根拠理由）  

学生が行う学習・教育目標達成度評価の集計から得られた達成状況を確認した結果，準学士課程

及び専攻科課程ともに，卒業（修了）時に身に付けるべき学力や資質・能力の達成度は，多くの項

目において，概ね３点以上の評価が得られていることから，学校の意図する教育の成果や効果が上

がっている。 

 

観点６－１－⑤： 卒業（修了）生や進路先等の関係者から，卒業（修了）生が在学時に身に付け

た学力や資質・能力や，卒業（修了）後の成果等に関する意見を聴取する等の取

組を実施しているか。また，その結果から判断して，教育の成果や効果が上がっ

ているか。 

（観点に係る状況）  

本校では，卒業（修了）から２年を経過した卒業（修了）生に対して，学校として明確にしてい

る卒業（修了）時に身に付けるべき学力や資質・能力，すなわち「学習・教育目標」がどの程度身

に付いているかや，卒業（修了）後の成果について，アンケート調査を実施している（資料６－１

－⑤－１）。このほか，前年度に卒業（修了）した卒業（修了）生の就職先及び進学先に，同様に

「学習・教育目標」がどの程度身に付いているかや，卒業（修了）後の成果についてのアンケート

調査を実施している（資料６－１－⑤－２）。 

本校における「学習・教育目標」の特徴として，「(A)技術者としての姿勢」及び「(C)コミュニ

ケーション能力」については，準学士課程と専攻科課程で同様の文言を採用し，それぞれの項目を

専攻科課程においてより深化させることを狙いとしている。その観点から卒業（修了）生によるア

ンケート結果（資料６－１－⑤－３，４）を検討すると，卒業生と修了生の違いは「(A)技術者と

しての姿勢」においてこそ見られないが，「(C)コミュニケーション能力」においては大きな進歩

が確認される。「(B)基礎・専門の知識とその応用力」については，各課程において求められるレ

ベルを満たしているとの結果が得られた。また，進学先・就職先の上司のアンケート結果（資料６

－１－⑤－５，６）から，本校の卒業（修了）生は，全ての項目において高い評価を得ていること

が確認でき，かつそれぞれの分野で優れた成果を発揮していることが示されている。 
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資料６－１－⑤－１ 

卒業（修了）生へ向けたアンケートについて 
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資料６－１－⑤－１続き 

 

（出典 総務課資料） 
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資料６－１－⑤－２ 
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資料６－１－⑤－２続き 

 

（出典 総務課資料） 
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資料６－１－⑤－３ 
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資料６－１－⑤－３続き 

 

（出典 自己点検評価・改善委員会資料 抜粋） 



鈴鹿工業高等専門学校 基準６ 

 - 455 -

資料６－１－⑤－４ 
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資料６－１－⑤－４続き 

 

（出典 自己点検評価・改善委員会資料 抜粋） 
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資料６－１－⑤－５ 
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資料６－１－⑤－５続き 
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資料６－１－⑤－５続き 

 

（出典 自己点検評価・改善委員会資料 抜粋） 
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資料６－１－⑤－６ 
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資料６－１－⑤－６続き 

 

（出典 自己点検評価・改善委員会資料 抜粋） 
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（分析結果とその根拠理由）  

卒業（修了）生が在学時に身に付けた学力や資質・能力や，卒業（修了）後の成果等に関して，

卒業（修了）生及び進路先からアンケートにより意見を聴取する取組を実施しており，その結果か

ら，本校として期待する教育の成果や効果が十分に得られている。 

 

（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点）  

卒業（修了）生が身に付けた学力や資質・能力について，各学科・各専攻の学習・教育目標達成度

の評価方法・評価基準に基づいてその達成状況を把握・評価する体系的なシステムが構築されており，

すでに実績もある。進級率，卒業・修了率，学士取得率，就職率，進学率などが例年高い水準を保っ

ており，学生の学力や資質・能力の修得状況に関しては一定の成果が現れているといえる。学生自身

による学習・教育目標達成度評価が実施され，詳細な分析が行われている。卒業（修了）から１年が

経過した時点において卒業（修了）生及び卒業（修了）生を直接指導する立場にある上司を対象とし

たアンケートを行っており，これまでの集計結果から在学中に身に付けた学力や資質・能力に関して

かなり高い評価を得ている。 

（改善を要する点） 

卒業（修了）生やその上司による高い評価と比べて，相対的に，在学中の学生自身による学習・教

育目標の達成度評価が過小評価されている傾向にある。在学時から，自信を持たせる教育支援・指導

が検討課題である。 

 

（３）基準６の自己評価の概要 

 本校の「目的」は学科（専攻科）の学習・教育目標に反映されている。卒業（修了）生が身に付

けた学力や資質・能力については，各学科・各専攻の学習・教育目標の達成度評価方法・評価基準に

基づいて，その達成状況を把握・評価する体系的なシステムが存在し，効果的に機能している。その

システムに沿った教育が行われた結果としての進級率・卒業率・修了率・資格取得状況等から判断し

て，学生は本校の教育「目的」が目指す学力や能力を身に付けており，教育の成果や効果が着実に上

がっていることがわかる。卒業（修了）後の就職率・進学率が100%を満たしており，かつ本校が養成

する人材像や専門性が活かされるような就職先・進学先が殆どである。学生自身による学習・教育目

標達成度評価がなされ，おおむね標準以上の自己評価がなされており，かつ卒業（修了）後約１年経

過した卒業（修了）生及びその上司によるアンケート結果から，本校卒業生及び修了生の資質・能力

に関しては，本校の教育が意図している，学生が身に付ける学力，資質・能力や養成しようとする人

材像に照らした上でも，社会から高い評価を受けていることがわかる。 


